
 
 
  
 
 

 
 

秋たけなわ。「食欲の秋｣。食卓には食欲をそそる秋の味覚が添えられる日が多くなってきます。 
原発事故から 8 年と 7 ヶ月を迎えた福島・宮城の食を見つめます。 
 
全国有数の農業県福島では…  農家人口 3分の 2に減少：米の価格も低迷続く 

震災前に農業を営んでいた人口は全国 3位。米や桃などの果物、野菜の生産が多い県でしたが、原発事故

後は県全体では耕地面積が１７%・農業人口は３２%減ってしまいました。もちろん減少率が一番高い川

内村や広野町など避難指示が解除されふるさとに帰ってきた地域では、耕地面積は４８%、農家は５６%

減ってしまいました。それでも復興の証として、私たちの食を支えるために米や野菜・果物生産に励み放

射線量の検査結果｢基準値超過なし｣の安全な農産物を市場に送りだしています。しかし、米や野菜など

「心配なし」の結果がでても、風評被害の影響は免れずに福島県産のお米の価格は全国平均水準を下回

り続けています。もちろん、山菜やきのこの汚染がなくなるには何世代も先になります。 

 

全国有数の漁場気仙沼では…  秋刀魚の水揚げ大幅減少の中で、秋刀魚祭り開催 

水産業が盛んな気仙沼は、かつおの水揚げでは全国 1位、秋刀魚は 3位。 

しかし、震災では漁船も水産加工場も魚場の養殖施設も甚大な被害に 

見舞われ復興には時間がかかっています。今年は、秋刀魚の水揚げが少なく 

9月末の秋刀魚祭りの開催が危ぶまれていましたが、9月 29日開催できました。 

 

 

 

ふりかけは 

 

 

 

 

 

 

 

 

東日本大震災被災地応援実行委員会たより 

轍わだち   ２０１９．１０．１１ＮＯ．１１５ 

中学 1 年生宿題より 
「自分たちが作った新米でおにぎりをにぎる」   清水萌子 

東日本大震災で大きな被害を受けた気仙沼市のふりかけを、ハート型の

おにぎりにかけることで、｢協力し合う心｣が大切だという想いをこのお

にぎりに詰め込みました。ハートのおにぎりはたくさんの人の思いが込

められています。   ふりかけは文化祭のバザーで買いました！ 



 
 昨年の９月は台風２１号が西日本を襲い甚大な被害を及ぼしました。高潮によって関西国際空港に繋

がる橋にタンカーが衝突した映像からもわかるとおり、今までにない自然災害の到達を予期しなければ

いけませんでした。今年は関東地方で苦しむニュースがありました。９月９日に上陸した台風１５号は

今までにない台風被害をもたらしました。 
千葉県館山市の金丸市長は「千葉はこれまで大きな（災害の）被害がな

かったからしょうがないとも思うが」と前置きした上で、「県はもっとす

ぐに動いて欲しかった。初動は決して早くなかった」と発言。 
国が管理する関東地方整備局が支援物資を運んだのは２日後だったが、千

葉県からは５日だった。９月はまだ暑さも止んでおらず、電気が復旧しな

いため生活用品としてエアコンが使えませんでした。このような条件の

下、東京電力の復旧工事も遅れている状況を私たちはどう見つめていたの

でしょうか。ちょうど敬老の日や秋分の日の連休にボランティアが駆けつ

けたのは助けになりましたが、最も大事なことはやはり「初動」です。 
総務省は 2018 年から大規模発生時に被災自治体と支援する都道府県・都

市をペアにする「対口（たいこう）支援」を制度化することを決めています。 
 いまも新しい台風１９号が北上中ですが、最初は何が必要か確かめて自分を守ること。次はスピーデ

ィな支援ができるようにどんな施策があるか学んでいく必要があります。 
 
 
「非常食の見直し」アンケート実施について 

 
いつも委員会活動にご協力くださりありがとうございます。 
現在委員会では「非常食の見直し」を検討中です。理由は、 

現在のものでは非常食にならないことや、期限切れが発生 
している学年があるからです。 

近年は、多くの企業が様々な非常食を出しており、委員会 
でもパンフレットを通し検討しています。ですが、非常食 
なので委員以外の皆さんにもアンケートを通して意見をお聞き 
したいと思っています 
「非常袋」は、とても大切です。誰の手に渡るか分からない 

からこそ、食べたい気持ちを抑えて大切に保管してください。 
アンケートは、中間テスト終了以降で実施予定です。 
皆さんのご協力お願いします。 

  
被災地実行委員会委員一同 

                      

「あすの Kyoto・地域

創生フェスタ」 

in 京都府立植物園 

 

日時 

：11 月 3 日（日） 

ご来場お待ちしており

ます。 


